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小型野菜における農薬残留特性

産直店舗等で販売されている農作物の

中には、標準出荷サイズの野菜(以下、標

準野菜)だけでなく、ダイコンのぬき菜や

ミニキュウリといった標準野菜の1/2以下

のサイズの野菜(以下、小型野菜)があり

ます(図1、2)。このような小型野菜に対

して農薬を使用した場合の残留性に関す

る知見は多くありません。そこで、ダイ

コン葉とキュウリ、ミズナについて、小

型野菜と標準野菜の農薬残留特性を調査

しました。

その結果、いずれの作物においても、

散布1日後の残留濃度は小型野菜の方が高

く、その後は日数の経過とともにサイズ

による差は小さくなり、散布7日後には同

程度、もしくは小型野菜の方が低くなり

ました(図3)。

なお、ダイコン葉、キュウリ、ミズナ

において、8～11種の農薬の残留濃度を調

査したところ、農薬使用基準にしたがっ

て使用した場合、残留基準値を超えるこ

とはなく、安全性に問題がないことを確

認しました。

今後、他の作物についても、小型野菜

の農薬残留特性を調査する予定です。

(農薬管理担当 森田展樹 088-863-4915)
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図 3 小型野菜と標準野菜における農薬の残留濃度推移の例

図 1 小型野菜(ミズナ)の栽培の様子 図 2 小型野菜と標準野菜の

収穫時の果実(キュウリ)


